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第２次上尾市図書館サービス計画改定新旧対照表                                  

頁 旧 新 備考 

目次 

- 
基本方針Ⅲ サービス網を拡充する図書館 55 

１ （仮称）新図書館、本館、分館、公民館図書室 55 

基本方針Ⅲ サービス網を拡充する図書館 55 

１ 本館、分館、公民館図書室 55 

「（仮称）新図書館」

を削除 

- 
資料編 

利用者アンケート調査結果 76 

割愛 アンケートは初版に

添付済みのため割愛 

第１章 第２次計画の策定に向けて  ４ 上尾市および図書館の現状  （１）上尾市の概要 

2 

そのような現状を踏まえて本市では、「笑顔きらめく“ほっと”

なまち あげお」の実現を目指して、新たな時代に向けたまちづ

くりに総力を挙げて取り組んでいます。 

保留 総合計画は「みんな

が輝く街・あげお」

には未改定。ＨＰ等

も倣っている。 

第２章 上尾市図書館の基本理念・基本方針  ２ 基本方針  Ⅲ サービス網を拡充する図書館 

8 

１ （仮称）新図書館、本館、分館、公民館図書室 

新図書館については、資料・情報の収集・提供力を高めるだけ

ではなく、閲覧室や学習室など読書・学習環境を整え、またボラ

ンティア室を整備するなど市民との協働を進めます。建設に関し

ては他施設との併設など費用対効果を最大限発揮して進めると

ともに、交通の利便性を高めます。 

現本館については、老朽化に加え、資料収蔵能力が限界を超え、

また閲覧席なども少なく、今後数十年を見据えた図書館サービス

提供のために新図書館に移転します。分館、公民館図書室につい

ては、修繕などを計画的に行い、施設の長寿命化を図ります。ま

た資料提供・展示方法を工夫し、魅力的な書架作りに努めます。 

１ （仮称）新図書館、本館、分館、公民館図書室 

新図書館については、資料・情報の収集・提供力を高めるだけ

ではなく、閲覧室や学習室など読書・学習環境を整え、またボラ

ンティア室を整備するなど市民との協働を進めます。建設に関し

ては他施設との併設など費用対効果を最大限発揮して進めると

ともに、交通の利便性を高めます。 

現本館については、老朽化に加え、資料収蔵能力が限界を超え、

また閲覧席なども少なく、今後数十年を見据えた図書館サービス

提供のために新図書館に移転します。 

現本館は、老朽化に加え、資料収蔵能力が限界を迎え、また閲

覧席なども限りがあることから、資料・情報の収集・提供力の増

強や、閲覧スペースなどの読書・学習環境の整備など、今後を見

据えた図書館サービスの拡充を図ります。 

分館、公民館図書室については、修繕などを計画的に行い、施

設の長寿命化を図ります。また資料提供・展示方法を工夫し、魅

力的な書架作りに努めます。 

・「（仮称）新図書館」

を削除 

・本文の新図書館記

述部分を削除 

・本館記述部分変更 

・「市民との協働」は

次項の「Ⅳ市民とと

もに創る図書館」に

記述済のため削除。 

（「ボランティア室

を整備」の文脈上発

生したフレーズであ

り、当項の主旨上必

須ではないと判断。） 

資料３ 



2 

 

頁 旧 新 備考 

10 

Ⅴ 第２次サービス計画施策図 

 

 

Ⅴ 第２次サービス計画施策図 

 

・「（仮称）新図書館」

を削除 

（項目列記のため、

削除で問題ないと判

断） 

第 3 章 基本方針の実現にむけた図書館サービス 

基本方針Ⅰ 生涯学習の拠点としての図書館 
１ 生涯学習を支える図書館 （１）資料の提供  ①収集・整備 

12 

【資料保存】 

問題解決の具体的な方策 

◆「特別閉架に保管替えする資料の選別をより厳密にする。 

◆現在行っている年１～２回の特別閉架書庫の整理・見直しを継

続して行う。 

◆新図書館の収容規模を見据え、除籍基準の改定を行う。 

 

【資料保存】 

問題解決の具体的な方策 

◆「特別閉架に保管替えする資料の選別をより厳密にする。 

◆現在行っている年１～２回の特別閉架書庫の整理・見直しを継

続して行う。 

◆新図書館の収容規模を見据え、除籍基準の改定を行う。 

 

・「（仮称）新図書館」

を削除 

（削除しても当項

「資料保存」の主旨

上、問題ないと判断） 

１ 生涯学習を支える図書館 （１）資料の提供  ③閲覧 

17 

【閲覧スペース】 

問題解決の具体的な方策 

◆新図書館の館内レイアウトの際には十分な閲覧スペースと学習ス

ペースを確保する。 

◆閲覧スペースを設けるために分館のレイアウト見直しを行う。 

【閲覧スペース】 

問題解決の具体的な方策 

◆新図書館の館内レイアウトの際には十分な閲覧スペースと学習ス

ペースを確保する。本館の閲覧スペースと学習スペースを十分確保

できるよう、レイアウトを検討する。 

・新図書館を本館と

して読み代える（次

項に分館に関する記

述が既にあるため）。 

5 年後までの目標 

○「除籍基準」を改定する。 

○新図書館の閉架書庫に、特別閉架資料を含めて、保存を要する

資料全てを収めている。 

5 年後までの目標 

○「除籍基準」を改定する。 

○新図書館の閉架書庫に、特別閉架資料を含めて、保存を要する

資料全てを収めている。 
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頁 旧 新 備考 

◆閲覧スペースを設けるために分館のレイアウト見直しを行う。 

17 

   

２ 生活上の諸課題解決のための図書館 （２）多様な学習機会の提供 

29 

【インターネットを活用したサービス・学習機会の提供】 

問題解決の具体的な方策 

◆新図書館の閲覧コーナーおよび学習室への無線ＬＡＮなどの整備

について検討する。 

◆利用者用インターネット端末未設置館への端末導入を検討する。 

◆インターネット端末を用いて無料で学べる大学講座などのプログ

ラム導入を検討する。 

【インターネットを活用したサービス・学習機会の提供】 

問題解決の具体的な方策 

◆新図書館の閲覧コーナーおよび学習室への無線ＬＡＮなどの整備

について検討する。 

◆利用者用インターネット端末未設置館への端末導入を検討する。 

◆インターネット端末を用いて無料で学べる大学講座などのプログ

ラム導入を検討する。 

・新図書館の内容に

関する記述のため削

除 

３ 地域の情報拠点としての図書館 （２）図書館からの情報発信 ① 広報活動の充实 

32 

【図書館イメージの確立】 

問題解決の具体的な方策 

◆図書館サービスに関するＰＲを継続して行う。 

◆新図書館には充分な閲覧席の他に学習室、グループ学習室の設置

を検討する。 

◆レファレンスカウンターをフロアの中心部に設置する。 

【図書館イメージの確立】 

問題解決の具体的な方策 

◆図書館サービスに関するＰＲを継続して行う。 

◆新図書館には充分な閲覧席の充実や、他に学習室・グループ学習

室の設置を検討する。 

◆レファレンスカウンターをフロアの中心部に設置する。 

・新図書館の内容に

関する記述のため削

除 

基本方針Ⅱ 社会・時代の変化に応えられる図書館 

１ 高齢社会における図書館 （１）居場所としての図書館 

35 

【「居場所」としての図書館づくり】 

問題解決の具体的な方策 

◆Ｈ２７年度中に設置したシニア世代対象「セカンドライフコーナ

ー」を拡充する。 

◆新図書館では、身体への負担が少ないいすや机を整備する。 

【「居場所」としての図書館づくり】 

問題解決の具体的な方策 

◆Ｈ２７年度中に設置したシニア世代対象「セカンドライフコーナ

ー」を拡充する。 

◆新図書館では、身体への負担が少ないいすや机を整備する。 

・「新図書館」を削除 

5 年後までの目標 

○閲覧スペース・学習スペースの設置・拡充により居心地の良い読

書空間を提供する。 

 

5 年後までの目標 

○閲覧スペースの設置・拡充により居心地の良い読書空間を提供す

る。 
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頁 旧 新 備考 

36 

【交流の場の提供】 【交流の場の提供】 ・「新図書館」を削除

し、課題が必要とし

ていることから引用 

36 

【経験を生かせる場の提供】 【経験を生かせる場の提供】 ・「新図書館」を削除

し、問題解決の具体

的な方策から引用 

２ 少子化社会における図書館 （１）子どもの読書活動の推進 
図書館でのサービス ア．乳幼児サービス・児童サービス 

39 

【施設・設備】 

課題 

◆本館は親子が同じフロアでそれぞれの本を選ぶことができない。

児童と一般のフロアを分けることと、ワンフロアにすることには、

それぞれメリット・デメリットがある。新図書館についてはそれぞ

れの配置など充分な検討が必要である。 

◆おはなし会用専用スペースがない分館・公民館図書室には布、衝

立などを使用し雰囲気を良くする工夫が必要である。 

◆男女の各トイレにおむつ交換台がないため空きスペースにベッド

を設置している。 

【施設・設備】 

課題 

◆本館は親子が同じフロアでそれぞれの本を選ぶことができない。

児童と一般のフロアを分けることと、ワンフロアにすることには、

それぞれメリット・デメリットがある。新図書館については今後は

それぞれの配置など充分な検討が必要である。 

◆おはなし会用専用スペースがない分館・公民館図書室には布、衝

立などを使用し雰囲気を良くする工夫が必要である。 

◆男女の各トイレにおむつ交換台がないため空きスペースにベッド

を設置している。 

・新図書館の内容に

関する記述のため削

除 

基本方針Ⅲ サービス網を拡充する図書館 
１ （仮称）新図書館、本館、分館、公民館図書室 

55 

１ （仮称）新図書館、本館、分館、公民館図書室 

 

 地域性を反映しながら市内全域への図書館サービスを維持・拡

充します。また、長年の懸案である新図書館建設を進めます。 

１ （仮称）新図書館、本館、分館、公民館図書室 

 

 地域性を反映しながら市内全域への図書館サービスを維持・拡

充します。また、長年の懸案である新図書館建設を進めます。 

・新図書館の内容に

関する記述のため削

除 

55 

【新図書館】 

◆上平公園西側を予定している。 

◆ＩＣタグ（※１０６）・ＢＤＳ（※１０７）による蔵書管理を検

討する。予約棚、自動貸出機などを設置しセルフサービス化を検討

【新図書館】 

◆上平公園西側を予定している。 

◆ＩＣタグ（※１０６）・ＢＤＳ（※１０７）による蔵書管理を検

討する。予約棚、自動貸出機などを設置しセルフサービス化を検討

・新図書館の内容に

関する記述のため項

目としては削除する

が、本館・分館の機

5 年後までの目標 

○新図書館で市民の交流の場を提供する。 

5 年後までの目標 

○新図書館で経験を生かせる場を提供する。 

5 年後までの目標 

○新図書館で市民の交流の場となる環境づくりを検討提供する。 

5 年後までの目標 

○新図書館で経験を活かせるしくみづくりを検討場を提供する。 



5 

 

頁 旧 新 備考 

する。また、無線ＬＡＮ、情報コンセント（※１０８）など持ち込

みＰＣの利用環境を館内に整えるとともに利用者開放端末・オンラ

イン・データベースの充实などＩＣＴ環境の整備・拡充を検討する。 

◆上尾市に関する歴史、文化に関する資料収集を積極的に行う。ま

た行政資料、生活関連資料を収集・提供するなど地域資料に関する

コーナーを充实する。 

◆個人席やグループ活動席など多様な閲覧スペースを設ける。また

軽飲食コーナーを設けるなど、快適な長時間の滞在が可能な施設と

する。 

◆録音室やボランティア室を設置し、障害者サービスや読み聞かせ

など図書館ボランティア活動への支援と協働を進める。 

◆特に高齢者の利用に十分配慮し、上尾駅から市内循環バスの運行

ルートや本数など図書館への交通の利便性を高める。 

◆市民や市内で活動する団体などの交流の場を提供する。 

◆施設のバリアフリー化をはかり、誰もが安心して集える居心地の

良い空間を提供する。 

◆建設地の地域性を活かし、隣接する公園との利用相乗効果が図れ

るよう施設を整備する。 

する。また、無線ＬＡＮ、情報コンセント（※１０８）など持ち込

みＰＣの利用環境を館内に整えるとともに利用者開放端末・オンラ

イン・データベースの充实などＩＣＴ環境の整備・拡充を検討する。 

◆上尾市に関する歴史、文化に関する資料収集を積極的に行う。ま

た行政資料、生活関連資料を収集・提供するなど地域資料に関する

コーナーを充实する。 

◆個人席やグループ活動席など多様な閲覧スペースを設ける。また

軽飲食コーナーを設けるなど、快適な長時間の滞在が可能な施設と

する。 

◆録音室やボランティア室を設置し、障害者サービスや読み聞かせ

など図書館ボランティア活動への支援と協働を進める。 

◆特に高齢者の利用に十分配慮し、上尾駅から市内循環バスの運行

ルートや本数など図書館への交通の利便性を高める。 

◆市民や市内で活動する団体などの交流の場を提供する。 

◆施設のバリアフリー化をはかり、誰もが安心して集える居心地の

良い空間を提供する。 

◆建設地の地域性を活かし、隣接する公園との利用相乗効果が図れ

るよう施設を整備する。 

能として求められる

要素は活かし、次項

に追記する。 

55 

～ 

56 

【本館の現状と課題】 

現状 

◆上尾市図書館の中心拠点として活用されており図書館資料物

流の中核拠点にもなっている。総貸出資料数の５０％以上を本館

で貸出している。 

◆図書館ネットワークの整備と拡充を進め、開館日の増加や開館

時間の延長などサービスの充実に努めている。各館業務とＷｅｂ

－ＯＰＡＣを結ぶ図書館システムを構築し、蔵書管理、利用者情

報管理の中核になっている。 

◆年間２１万件の予約・リクエスト管理と処理、１２，０００件

の相互貸借処理を行っている。 

◆分館・公民館図書室を含めて一般用資料、児童用資料や視聴覚

資料の選書・発注・受け入れを行っている。 

◆各館における障害者サービスやおはなし会などの児童サービ

スを提供している。 

◆映画会や講座など各種イベントを実施している。 

【本館の現状と課題】 

現状 

◆上尾市図書館の中心拠点として活用されており図書館資料物

流の中核拠点にもなっている。総貸出資料数の５０％以上を本館

で貸出している。 

◆図書館ネットワークの整備と拡充を進め、開館日の増加や開館

時間の延長などサービスの充実に努めている。各館業務とＷｅｂ

－ＯＰＡＣを結ぶ図書館システムを構築し、蔵書管理、利用者情

報管理の中核になっている。 

◆年間２１万件の予約・リクエスト管理と処理、１２，０００件

の相互貸借処理を行っている。 

◆分館・公民館図書室を含めて一般用資料、児童用資料や視聴覚

資料の選書・発注・受け入れを行っている。 

◆各館における障害者サービスやおはなし会などの児童サービ

スを提供している。 

◆映画会や講座など各種イベントを実施している。 

・最後の◆のみ、新

図書館を想定した構

想であるため削除と

する。 
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頁 旧 新 備考 

◆ホームページや「みんなの図書館」など各種配布物を作成し情

報発信している。 

◆各館の消耗品などの補給や補修など管理を行っている。 

◆各館における利用者要望や苦情などの対応を行っている。 

◆本館の現状と課題を踏まえて「（仮称）上尾市中央図書館基本

構想」（Ｈ２６年１１月）を策定した。 

◆ホームページや「みんなの図書館」など各種配布物を作成し情

報発信している。 

◆各館の消耗品などの補給や補修など管理を行っている。 

◆各館における利用者要望や苦情などの対応を行っている。 

◆本館の現状と課題を踏まえて「（仮称）上尾市中央図書館基本

構想」（Ｈ２６年１１月）を策定した。 

56 

課題 

◆蔵書収蔵能力が限界に達し、学校の余裕教室を特別閉架として活

用しているが、本館から離れており、また資料保存に適した環境で

はない。 

◆閉架の資料は利用者の目に触れにくく、利用可能性を低くしてい

る。 

◆閲覧席は一般用５６席、児童用３０席と少なく、南北の壁際に簡

単ないすを並べて補っている。落ち着いて読書や調べ物をする環境

とは言えない。 

◆講座などの会場となる集会室を閲覧及び学習スペースとして開放

しているため、継続的な講座開催は困難である。 

◆身体の不自由な人、乳幼児連れの人など、多くの人が利用しやす

い施設になっていない。 

◆Ｈ２６年度中の不明資料数は１，０００冊を超えており、蔵書管

理上の問題がある。 

◆開架スペースが狭く、ビジネス支援サービスなど課題解決支援型

サービスの提供ができていない。 

◆情報コンセントの整備、利用者用開放端末の増設、オンライン・

データベースの充实など、ＩＣＴを活用した図書館サービスの拡充

が必要である。 

 

 
 
 
 
 
 
 

課題 

◆蔵書収蔵能力が限界に達し、学校の余裕教室を特別閉架として活

用しているが、本館から離れており、また資料保存に適した環境で

はない。 

◆閉架の資料は利用者の目に触れにくく、利用可能性を低くしてい

る。 

◆閲覧席は一般用５６席、児童用３０席と少なく、南北の壁際に簡

単ないすを並べて補っている。落ち着いて読書や調べ物をする環境

とは言えない。 

◆講座などの会場となる集会室を閲覧及び学習スペースとして開放

しているため、継続的な講座開催は困難である。 

◆身体の不自由な人、乳幼児連れの人など、多くの人が利用しやす

い施設になっていない。 

◆開架スペースが狭く、ビジネス支援サービスなど課題解決支援型

サービスの提供ができていない。 

◆利用者用開放端末の増設、オンライン・データベースの充実など、

ＩＣＴを活用した図書館サービスの拡充が必要である。 

◆Ｈ２６年度中の不明資料数は１，０００冊を超えており、ＩＣタ

グ（※１０６）・ＢＤＳ（※１０７）といった、不明資料の発生を

抑制する蔵書管理方法の導入が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・前々項の新図書館

の内容に関する記述

のうち、本館・分館

の機能として求めら

れる要素は活かし、

本項に追記する。 
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56 

現状 

◆分館については駅前分館が分館・公民館図書室総貸出数の２

１％、大石分館が３２％を占め２館で５０％を貸出している。 

◆全体貸出数の比率は、本館が５１％、分館・公民館図書室の合

計が４９％である。 

全体のうち、駅前分館は１０％、大石分館は１６％であり、この

２館が分館・公民館図書室の貸出数の約半数を占めている。 

 

基本方針Ⅳ 市民とともに創る図書館 
１ 市民との連携、市民との協働 （１）市民参画と協働 

61 

【市民協働】 

問題解決の具体的な方策 

◆地域の分館にも書架整理や館内巡回など活動の場を広げる。 

◆自分の得意な分野や経験を生かしたボランティア活動ができるよ

うにサポートをする。 

◆新図書館にボランティアルームの設置を検討する。 

◆当館のボランティアと他市図書館で活動しているボランティアと

の交流の機会を設ける。 

◆参加しやすい曜日設定などを行い若者の参加を増やす。 

 

 

 

 

 

【市民協働】 

問題解決の具体的な方策 

◆地域の分館にも書架整理や館内巡回など活動の場を広げる。 

◆自分の得意な分野や経験を生かしたボランティア活動ができるよ

うにサポートをする。 

◆新図書館にボランティアルームの設置を検討する。 

◆当館のボランティアと他市図書館で活動しているボランティアと

の交流の機会を設ける。 

◆参加しやすい曜日設定などを行い若者の参加を増やす。 

 

 

 

 

 

 

5 年後までの目標 

○本館・分館の現状を踏まえ、課題の解消とサービスの拡充を

検討する。 

○新図書館を建設し、本館機能を移転して、開架書架の拡充や

閲覧席の充実、身体の不自由な人、乳幼児連れの人など、多く

の人が利用しやすい施設づくりを進める。 

○現本館の移転後については、上尾地区の図書館機能が低下す

るため、何らかの機能補完を行う。 

5 年後までの目標 

○新図書館を建設し、本館機能を移転して、開架書架の拡充

や閲覧席の充実、身体の不自由な人、乳幼児連れの人など、

多くの人が利用しやすい施設づくりを進める。 

○現本館の移転後については、上尾地区の図書館機能が低下

するため、何らかの機能補完を行う。 
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１ 市民との連携、市民との協働 （２）地域との連携 

62 

【書店、専門家団体、ＮＰＯや福祉関係団体などとの連携】 

問題解決の具体的な方策 

◆書店、図書館との共催事業を検討する。 

◆行政書士、司法書士などの専門家団体との連携について呼びかけ

を行う。 

◆新図書館に設置される会議室などの活用をＮＰＯや福祉関係団体

などに働きかける。 

【書店、専門家団体、ＮＰＯや福祉関係団体などとの連携】 

問題解決の具体的な方策 

◆書店、図書館との共催事業を検討する。 

◆行政書士、司法書士などの専門家団体との連携について呼びか

けを行う。 

◆新図書館に設置される会議室などの活用をＮＰＯや福祉関係

団体などに働きかける。 

 

 

 

5 年後までの目標 

○ボランティアルームの設置により会議、作業スペースを確

保する。 

○地域で活動するボランティアや市民団体との連携を図る。 

5 年後までの目標 

○ボランティアルームの設置により会議、作業スペースを確

保する。 

○地域で活動するボランティアや市民団体との連携を図る。 


